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トルコギキョウの開花に及ぼす加温温度と加温開始時期の影響
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1 は じ め に

トルコギキョウは,年々需要が増加し生産量も全国的に
増えている。山形県内でも生産が毎年伸びており,1993年
の栽培面積は約9 4ha,生産額約24億 円となっている。
県内の作型は秋～冬播き夏出し及び春播き秋出しに大別で

きるが,生産量のほとんどが 7月 上旬～10月 上旬に出荷さ
れている。そこで, トルコギキョウの作期拡大を目的に,

定植後の加温温度及び8℃加温条件での電照の効果並びに

15℃加温の開始時期が,開花時期及び切り花品質に及ぼす
影響について検討したところ,一定の成果が得られたので
報告する。

2試 験 方 法

に)試験 1:加温温度及び電照の効果
1)試験年次 :1991～ 1992年
2)供試品種 :キ ングオブホワイト (中早生系品種)
3)試験条件 :プランター (67m× 27cn× H15m)を
用い, 5株定植とした。
4)試験区の構成 :10℃加温, 8℃加温+14時間ヨK
8℃加温,無加温 (内張リビニールカーテン保温)の 4区
を設定した。
5)栽培概要 :10月 18日 にセルトレイ (299穴 )に播
種し,最低気温10℃で育苗後,翌年 1月 27日 に定植した。
2月 3日 (定植 1週間後)か ら処理を開始し, 4月 2日 に

終了した。電照は自熱電灯を用い14時間日長 (75W/33
r)と した。施肥量は窒素成分量で358/プ ランターと
し, 5輪開花時に収穫した。
6)試験規模 :1区 10株 (2プ ランター供試)
●)試験 2:加温開始時期と開花,切 り花品質
1)試験年次 :1992～ 1993年
2)供試品種 :あずまの波 (早生系混l種)
3)試験区の構成 :15℃の加温開始時期を 2月 1日か
ら3月 13日 まで表 3に示す 5区,及び対照として無加温区
を設
雰

し

難路概要 9月
"日
にセルトレイ O“つ に播

種し,12月 1日 に定植。加温開始時期まで最低気温 5℃で

栽培し,収穫は10輪開花時に行った。
その他 tま,試験 1に準じた。
5)試験規模 :1区15株 (3プ ランター供試)

3 試験結果及び考察

(1)試験 1:加温温度及び電照の効果
1)開花 (収穫):無加温区の収穫は7月下旬から始
まり, 7月 28日 が平均収穫日となった。試験区のなかでは

10℃加温区が最も早く開花し,無加温区に比べ平均収穫日
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照効果はほとんど認められなかった(表 1)。

2 8℃加温十電照 720～ 728 721±3 (-7)
720～ 728  725±4  (-3)

(収穫日)

試 験 区

3  8℃カロ温
4 無加温     723～ 83 728± 5

2)切 り花品質 :切 り花重は,低節位からの 1次分枝
の発生が多い区,つ まり温度が低い区ほど重くなる傾向が

あった。主茎節数は加温温度が高いほど多くなる傾向があっ

た。また,主茎節数て電照の効果を検討すると,電照の有
無にかかわらずほとんど節数が変わらないことから, 8℃

加温条件での電照は,花芽分化にはほとんど影響しないも
のと思われた。全体的な切り花品質では,温度の低い区が

低節位 (1～ 2節 )からの 1次分枝が多く,主茎ボリュー
ムも劣る傾向があるなど,無加温区よリカロ温区の方が優れ
10℃加温区が最も良好であった (表 2)。

3)以上のことから,冬期間の栽培温度を高くするこ
とにより, トルコギキョウの開花を促進することが可能で

あり,その場合 8℃加温では促進程度が小さく,10℃以上
の加温が必要と思われ,あわせて切り花品質を向上させる

効果も認められた。また, 8℃での電照効果はほとんど認
められなかった。

2)試験 2:加温開始時期と開花,切 り花品質
1)生育 :加温開始までの最低温度 5℃条件下での生

育は非常に緩慢で, 2月 1日 から3月 13日 までで展葉数が

1対葉増加したにとどまった。 4月 5日 のに育は,加温開
始後生育が旺盛になることから,加温開始の早い区ほど葉
数が多く,主茎長が長くなった。 5月 6日 の生育も同様で
4月 5日 から約 1カ 月間で,加温した1～ 5区は葉数でい

ずれも6～ 7対葉増加し,無加温区の4対葉増加を大きく
上回った。下位分枝は, 3区を除き加温区が少なく, 6区
の無加温区で発生が多かった (表 3)。

2)開花 (収穫):収穫は無加温区が 7月 下旬から始
まったのに対し,加温区は加温の早い区ほど早まり, 2月
11日 までに加温した 1, 2区は6月 下旬からの収穫始期と

なった。平均収穫日も, 2月 1日から加温を開始した 1区

は無加温区より約 1カ 月早まり, 3月 5日 から加温した4

区も約 2週間早くなったが,加温開始からの到花口数では

加温開始時期が遅いほど短くなった (表 4)。

3)切 り花品質 :各調査項目とも1～ 5区の加温区が
無加温区より勝った。切り花重,茎径等は, 3月 5日 まで

に加温した1～ 4区では,加温開始時期が遅いほどボリュー

ムがあって全体の草姿が優れ, 5区はこれらの区よりやや

劣った。低節位からの 1次分枝の発生は,無加温区が最も

急Σ積褐瀑肇像:五 l「百お聖[駅管言穀総警馨歪稽象L
～ 1月 )の場合,試験 1の結果も考慮すると, 2月 下旬ま

表 1 加温温度及び電照と開花
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表 2 加温温度及び電照と切り花品質 (10株平均)

主茎  茎径1) 1 次  分枝発"有効花の
試  験  区

2  8℃加+電
3   8℃ カロ温
4  無加温

切り花長 切り花重   節数 分枝数  生状況  らい数
(cn iSD)    (g± SD)   (節 )  (珈)  (本)        (個 )

1   10℃カロ温         907± 49      222±46     184    96   106    1    207
948± 46
928± 72
943± 100

263± 52

249± 47

17 7       9 7      14 6       ■       19 7

17 5       11 0       11 5 I1    207
11    209260± 58     171    99   130

注 1):株元から約10omの部位を測定。

3):開花数十長さlcn以上のつぼみ数

表 3 加温開始時期と生育

加温開
始時期

2   2月 11日    34    42    31
3   2月 21日    37    52    44
4   3月  5日    40    59    46
5   3月 13日    43    68    50
6  無加温    ―   ―   ―

区

(15株調査)

主茎長  葉 数 最大葉長  主茎長  葉 数  献 葉長 刊立分t敏

9 7     100      74

76     94    70
5 3      8 1      5 9

40      7 3      5 6

08      5 9      3 9

343     169     96      01
299     161     93      05
294    149     95     01
245     136     90      01
10 4       9 7      7 3       2 9

(対葉) (cll) (c■ l)  (m) (対 葉) (col)  (cm) (対葉) (ll l) (ん/わ
1     2月 1日     33      52      37       133     107     78       368     183     88      -

でに10℃以上に加温することにより,低節位からの分枝発
生を抑制することができるものと思われた (表 5)。
4)以上のことから,15℃加温開始時期が早いはど開
花促進効果が高く, 2月 下旬から加温を開始することによ
り,無加温栽培に比べ約 1カ 月程度収穫を早めることが可

表 5 加温開始時期と切り花品質

能であった。さらに, 3月 上旬までに加温を開始すること
により,低節位からの分枝発生も抑制可能なことなど,無
加温に比べ切り花品質が向上することが明らかとなった。

4ま と め

トルコギキョウの定植後の加温温度, 8℃加温条件での
電照及び15℃加温の開始時期が,開花時期及び切り花品質
に及ぼす影響について検討したところ,次の結果を得た。
ほ)加温温度は, 8℃以下では開花促進効果は小さく,
10℃以上の加温が必要である。また, 8℃加温条件での14
時間電照の効果もはとんど認められない。

2)加温開始期が早いはど開花も早くなり,15℃加温条
件では, 2月 上旬からの加温開始で無加温に比較し約 1カ

月, 3月 上旬からでは約 2週間収穫を早めることが可能で
ある。また, 3月 上旬までに加温開始することにより切り
花長が長く,切 り花重が重く,上位分枝,花らい数が多く
なるなど切り花品質も向上する。

(15株平均)

表4 加温開始時期と収穫

穫収 到花日数

定植後 蹴

(日)(日 )
区磐醐 始期 終期 平均(all■との差)

(月 日) (月 日) (月  日±SD ( 日))
1 2月 1日 621 7 7
2 2月 11日 628 712
3 2月 21日  7 1 712
4 3月  5日 7 5 719
5 3月 13日 7 5 723
6  1(カロ鶴証  721  726

629=10(-26)
7 4± 9(-20)
7 9■ 7(-15)
711± 7(-13)
715± 8(-9)
724± 2

210   150
216   144
221   139
223   128
227   124
236  -

区
摺鰯  (匙 1)(11 

茎蟹 )_ム
麟  笙篠鷺

の

官黎藝

°

翌
整
|°

)) (m)  (節 )  (cm)   (本 )        (個 )   (g)
1  2月  1日   929■ 82   290±60   100    213    603    104     1     415     181
2  2月 11日   965± 65  313± 74   103    214
3  2月 21日   970± 77  279■82   102    222
4  3月  5日   960■ 69  323± 52   107    204
5  3月 13日  965± 67  211±62    92    199

65 1      11 1

649      109
655      11 0
667       82

1       41 2      196

1       398      194
1～ Ⅱ     443      207
■      248     144

6 無加温  874± 74  162±26   89   190   631 66    Ⅲ
注 1)～3):表 2に同じ
4):調整後重量 茎下約25cnlま でに着生した分枝,葉及び咲き終った花を除去した重量
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